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ポストコロナ時代における人口動態と社会変化の見通しに資する研究： 
「新型コロナ⚝での家族介護負担の変化－国民生活基礎調査の分析結果から－」 

 
研究分担者 小島克久 城西国際大学 

研究要᪨ 

 本研究でࡣ、ཌ生ປാ┬「国民生活基礎調査」のಶ⚊ࢹー2016）ࢱ 年、

2019 年、2022 年）を用いた、家族介護負担の状況、特に新型コロナ前後で

の家族介護負担が㔜ࡃなࡗた要介護㧗㱋者、家族介護者のᒓᛶを明らかにす

るࡇとを目的とした分析を、順ᗎロࢵࢪトࣔࣝࢹを用いて行ࡗたࠋ 
の結果、2016ࡑ 年、2019 年、2022 年の 3 時Ⅼで見たྠᒃ家族介護者が

担う介護ሙ㠃のቑຍ、ࡾࡲࡘ介護負担のቑຍにࡣ、要介護㧗㱋者の要ᅉ、ྠ

ᒃ家族介護者の要ᅉが࠶るࠋ時⣔ิでの変化でࡣ、介護負担とࡇれらの要ᅉ

の関係が、(A)ࡾࡲ࠶変化しない、(B)一㈏してᙅࡃなるࠋ(C)新型コロナの前

後でᙅࡃなࡗた、(D)新型コロナの前後でᙉࡃなࡗた、が࠶るࠋ(A)にヱᙜす

るのྠࡣᒃ家族介護者の年㱋で࠶るࠋ（B）にヱᙜするのࡣ、ྠᒃ家族介護者

の௙஦の᭷↓で࠶るࠋ（C）にヱᙜするのࡣ、要介護ᗘ、要介護㧗㱋者の健ᗣ

ព㆑が࠶るࡑࠋして、（D）にヱᙜするのࡣ、要介護者の年㱋、要介護の理⏤

が⬻⾑⟶⑌ᝈで࠶るሙ合、要介護㧗㱋者のࢁࡇࡇの状態、ྠᒃ家族介護者の

ዪᛶで࠶るሙ合、ྠᒃ家族介護者のࢁࡇࡇの状態で࠶るࠋ 
（A）ࡣ新型コロナの影響としてࡣ特に⌧れにࡃかࡗた要ᅉと⪃えられるࠋ

（B）と（C）ࡣ介護負担をᕥྑする要ᅉとしてࡣㄝ明力がᙅࡃなࡗている

といえるࠋしかし見᪉を変えると、介護する家族の௙஦の᭷↓ࡸ௙஦の状態、

要介護ᗘな࡝に関係なࡃ、家族の介護負担ࡣቑえるというࡇとがでࡁるࠋ（D）

要ࠋる࠶た要ᅉでࡗなࡃす力がᙉࡸ新型コロナの前後で家族介護負担をቑࡣ

介護㧗㱋者の年㱋が上がるというࡇとࡣ、新型コロナの影響で感染症࡬の㆙

ᡄがᙉࡃなࡗたと⪃えられるࡑࠋの結果、家族ででࡁるࡇとࡣ家族でという

力がᙉࡗࡲたと⪃えられるࡑࠋうした中で、ࡶとࡶと家族介護者の๭合が㧗

いዪᛶ࡬の負担がቑえたࡇと、よࡾ㧗㱋の家族の介護ࡣᚰ㌟の負担が㔜ࡃ、

家族介護者のࢁࡇࡇの状態がⰋࡃない中でࡶ㔜い介護負担を負わࡊるをᚓ

なࡃなࡗていると⪃えられるࠋ 
大つᶍ感染症ࡸ⅏ᐖ時にຍえ、介護サーࣅスᥦ౪యไが༑分でない地域

で、᭱ࡶ影響を受け、᭱ࡶᅔࡗている家族介護者、要介護㧗㱋者の㢮型をᢕ

ᥱし、大都市、㐣␯地域、㞳島な࡝の地域の状況に応じた、ᨭ᥼యไの構⠏

が㔜要でࢁ࠶うࠋ 
なお、ヲしࡣࡃ別ῧの論ᩥ「新型コロナ⚝での家族介護負担の変化－国民

生活基礎調査の分析結果から－」をཧ↷ࡉれたいࠋ 
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㸿．研究目的 
 新型コロナ感染症のᗈがࡣࡾ、わが国の

社会経済にࡲࡊࡲࡉな影響を与えたࠋ介護

分㔝ࡑࡶの౛外でࡣなࡃ、介護サーࣅスの

ᥦ౪ࡔけでࡣなࡃ、家族による介護にࡶ影

響がࡗ࠶たとᛮわれるࠋ本研究஦業の 2024
年ᗘの分析でࡣ、ձわが国の家族介護者ᨭ

᥼の概ほ、ղわが国の介護サーࣅス฼用者

の推移（特に新型コロナの前後）、ճཌ生ປ

ാ┬「国民生活基礎調査」からみた家族介

護者の状況、特に新型コロナ前後での介護

負担の変化、にࡘいて᳨ウしたࡇࡇࠋでの

᳨ウࡣ公表⤫計で行ࡗたたࡵ、公表⤫計で

たヲ⣽分析として、ཌࡗࡔ分析が୙༑分ࡣ

生ປാ┬「国民生活基礎調査」のಶ⚊ࢹー

を用いた、家族介護負担の状況、特に新ࢱ

型コロナ前後での家族介護負担が㔜ࡃなࡗ

た要介護㧗㱋者、家族介護者のᒓᛶを明ら

かにするࡇとを目的とした分析を行ࡗたࠋ 
 
㹀．研究᪉法 

本研究でࡣ、ཌ生ປാ┬「国民生活基礎

調査」の調査⚊情報（ಶ⚊ࢹーࢱ）のうࡕ、

介護⚊、世ᖏ⚊、健ᗣ⚊を用いて行ࡗたࠋ

⿕ㄝ明変数として、家族介護者ࡔけで担う

介護ሙ㠃数࢝ࣜࢦࢸー（4 ẁ㝵）をタᐃし、

ㄝ明変数として、要介護㧗㱋者、ྠᒃ家族

介護者のᒓᛶ➼をタᐃしたࡣࣝࢹࣔࠋ順ᗎ

ロࢵࢪトࣔࣝࢹを᥇用し、ࢹーࡣࢱ 2016
年、2019 年、2022 年のࢹーࢱを用いたࠋ

ࢪを㐺用した順ᗎロࢱーࢹれらの年次のࡇ

、による係数の推ᐃ結果を用いてࣝࢹトࣔࢵ

家族介護負担に影響を与える要ᅉのうࡕ、

新型コロナ前後でࡑの影響がᙉࡃなࡗた、

ᙅࡃなࡗた要ᅉを᳨ウしたࠋ 
 

（೔理上࡬の配៖） 
本研究ࡣ、ཌ生ປാ┬「国民生活基礎調

査」の調査⚊情報（ಶ⚊ࢹーࢱ）を฼用し

たྠࠋ調査の調査⚊情報の฼用ࡣ、⤫計法

第 33 条およびཌ生ປാ┬がࡇの法ᚊに基

࡙いてᐃࡵたつ๎に基࡙いて行ࡗた฼用⏦

出とࡑのᢎㅙに基࡙いて、2024 年ᗘに行ࡗ

たࡶので࠶るࠋ本論ᩥで2025、ࡣ 年ᗘにࡑ

のゎ析結果を用いて行ࡗた分析結果をࡲと

世、ࡣにࢱーࢹ⚊のಶࡇࠋる࠶のでࡶたࡵ

ᖏࡸಶ人を㆑別する変数の中に、┤᥋に世

ᖏࡸಶ人を特ᐃでࡁる情報ࡣ含ࡲれていな

いࡑࠋのたࡵ、ಶ⚊ࢹーࢱ฼用の上でᠱᛕ

ࡴを含࡝れる、ಶ人情報の流出、ẋᦆなࡉ

೔理上の問題ࡣⓎ生しなかࡗたࠋ 
 
㹁．研究成果 

ྠᒃ家族介護者による介護負担がቑຍす

る要ᅉと新型コロナの前後の変化として明

らかになࡗたࡇとࡣ以ୗの通ࡾで࠶るࠋ 
（要介護㧗㱋者の要ᅉ） 

ձ年㱋ࡣ 80 ṓࡲࢁࡈでࡣ家族の介護負

担ࡣ減るが、ࡑれ以㝆ࡣቑえるࠋ家族によ

る介護負担が 80 ṓ付㏆をቃに大ࡃࡁなる

ᗘ合いが少しࡘࡎ大ࡃࡁなࡗておࡇ、ࡾれ

࠶2016年から2022年にかけての変化でࡣ

るࠋ 
ղ要介護ᗘが㔜い࡝࡯家族介護負担ࡣ大

新型コロナの前後でࡣの関係ࡑࠋなるࡃࡁ

少しᙅࡗࡲているࠋ要介護の主な理⏤が⬻

⾑⟶⑌ᝈで࠶るሙ合ࡶ家族介護負担ࡣ㔜ࡃ

なるࠋしかし、୧者の関係ࡣ新型コロナの

前後で少しᙉࡃなࡗているࠋ 
ճ要介護㧗㱋者の健ᗣព㆑がⰋዲな࡝࡯

家族介護負担ࡣ減ࢁࡇࡇ、ࡾの状態がⰋࡃ

ない࡝࡯家族介護負担ࡣ㔜ࡃなるࠋ新型コ

ロナ前後の変化を見ると、前者ࡑࡣの傾向

がᙅࡃなࡗておࡾ、後者ࡑࡣの傾向がᙉࡲ

 ࠋているࡗ
（ྠᒃ家族介護者の要ᅉ） 

մ家族介護者がዪᛶで࠶ると家族介護負

担ࡣ㔜ࡃなるࠋしかࡶ、新型コロナの前後

で、ࡑの傾向がᙉࡗࡲているࠋ 
յ年㱋ࡣ家族介護者が 56㹼68 ṓをࣆー
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し、新型コロナࡔたࠋ減るࡣに介護負担ࢡ

の前後での傾向の大ࡁな変化ࡣ見られないࠋ 
նྠᒃ家族介護者が௙஦をしていない、

௙஦が⮬Ⴀ、㠀ṇつで࠶るሙ合に介護負担

が㔜ࡃなるࠋたࡔし、ࡑの関係ࡣ 2016 年

から 2022 年にかけて一㈏してᙅࡃなる傾

向に࠶るࠋ 
շྠᒃ家族介護者のࢁࡇࡇの状態がⰋࡃ

ない࡝࡯、介護負担ࡣ㔜ࡃなるࠋ新型コロ

ナの前の2016年と2019年の㛫でࡑࡣの傾

向がᙅࡃなࡗているが、新型コロナの前後

の2019年と2022年ࡑࡣの傾向がᙉࡃなࡗ

ているࠋ 
 
㹂．結果の⪃ᐹ 

上グの結果から、2016 年、2019 年、2022
年の 3 時Ⅼで見たྠᒃ家族介護者が担う介

護ሙ㠃のቑຍ、ࡾࡲࡘ介護負担のቑຍにࡣ、

要介護㧗㱋者の要ᅉ、ྠᒃ家族介護者の要

ᅉが࠶るࠋ時⣔ิでの変化でࡣ、介護負担

とࡇれらの要ᅉの関係が、(A)ࡾࡲ࠶変化し

ない、(B)一㈏してᙅࡃなるࠋ(C)新型コロ

ナの前後でᙅࡃなࡗた、(D)新型コロナの前

後でᙉࡃなࡗた、が࠶るࠋ(A)にヱᙜするの

（B）ࠋる࠶յのྠᒃ家族介護者の年㱋でࡣ

にヱᙜするのࡣ、նのྠᒃ家族介護者の௙

஦の᭷↓で࠶るࠋ（C）にヱᙜするのࡣ、ղ

のうࡕ要介護ᗘ、ճのうࡕ要介護㧗㱋者の

健ᗣព㆑で࠶るࡑࠋして、（D）にヱᙜする

のࡣ、ձの要介護者の年㱋、ղのうࡕ要介

護の理⏤が⬻⾑⟶⑌ᝈで࠶るሙ合、ճのう

の状態、մのྠᒃࢁࡇࡇ要介護㧗㱋者のࡕ

家族介護者のዪᛶで࠶るሙ合、շのྠᒃ家

族介護者のࢁࡇࡇの状態で࠶るࠋ 
（A）ࡣ新型コロナの影響としてࡣ特に

⌧れにࡃかࡗた要ᅉと⪃えられるࠋ（B）と

（C）ࡣ介護負担をᕥྑする要ᅉとしてࡣ

ㄝ明力がᙅࡃなࡗているといえるࠋしかし

見᪉を変えると、介護する家族の௙஦の᭷

、ࡃに関係な࡝௙஦の状態、要介護ᗘなࡸ↓

家族の介護負担ࡣቑえるというࡇとがでࡁ

るࠋ（D）ࡣ新型コロナの前後で家族介護負

担をቑࡸす力がᙉࡃなࡗた要ᅉで࠶るࠋ要

介護㧗㱋者の年㱋が上がるというࡇとࡣ、

新型コロナの影響で感染症࡬の㆙ᡄがᙉࡃ

なࡗたと⪃えられるࡑࠋの結果、家族でで

⪄たとࡗࡲ家族でという力がᙉࡣとࡇるࡁ

えられるࡑࠋうした中で、ࡶとࡶと家族介

護者の๭合が㧗いዪᛶ࡬の負担がቑえたࡇ

と、よࡾ㧗㱋の家族の介護ࡣᚰ㌟の負担が

㔜ࡃ、家族介護者のࢁࡇࡇの状態がⰋࡃな

い中でࡶ㔜い介護負担を負わࡊるをᚓなࡃ

なࡗていると⪃えられるࠋ 
 
㹃．結論 

大つᶍ感染症ࡸ⅏ᐖ時にຍえ、介護サー

影ࡶ᭱、スᥦ౪యไが༑分でない地域でࣅ

響を受け、᭱ࡶᅔࡗている家族介護者、要

介護㧗㱋者の㢮型をᢕᥱし、大都市、㐣␯

地域、㞳島な࡝の地域の状況に応じた、ᨭ

᥼యไの構⠏が㔜要でࢁ࠶うࠋ 
௒ᅇの分析でࡣ、ಶ⚊ࢹーࢱを用いたが、

新型コロナ後のࢹーࢱが 2022 年のࡶのに

㝈られたࠋ௒ᅇの分析で明らかにしたࡇと

が一時的なࡶのか、中長期的なࡶのかの見

ᴟࡵが༑分でࡣなかࡗたࡇࠋうしたㄢ題な

を඘ࢱーࢹࡶ௒後、ࡶにࡵに対応するた࡝

ᐇࡉせた分析の⥅⥆がᚲ要でࢁ࠶うࠋ 
本研究のヲ⣽ࡣ、別ῧの論ᩥ「新型コロ

ナ⚝での家族介護負担の変化－国民生活基

礎調査の分析結果から－ࠋ 
 
㹅．研究Ⓨ表 
１．論ᩥⓎ表 

なし 
２．学会Ⓨ表 

なし 
 
㹆．▱的財⏘ᶒの出㢪・Ⓩ㘓状況 

なし 

–55–



–56–


	ポストコロナ時代における人口動態と社会変化 の見通しに資する研究
	研究代表者　小池　司朗
	令和5～7年度 総合研究報告書･･･････････････････････････････ 7
	令和7年度 総括研究報告書
	研究代表者（小池　司朗）･････････････････････････････････････････････23
	研究分担者（林　玲子）･･･････････････････････････････････････････････31
	研究分担者（岩澤　美帆）･････････････････････････････････････････････35
	研究分担者（守泉　理恵）･････････････････････････････････････････････39
	研究分担者（菅　桂太）･･･････････････････････････････････････････････43
	研究分担者（中川　雅貴）･････････････････････････････････････････････47
	研究分担者（石井　太）･･･････････････････････････････････････････････49
	研究分担者（小島　克久）･････････････････････････････････････････････53

	個別研究報告
	１.　新型コロナウイルスの人口動態への影響に関する研究
	１　コロナ渦に伴う日本人と外国人の人口移動傾向の差異 （小池　司朗）･････････････････････････････････････････ 61
	２　外国人の国際移動および国内移動が地域人口変動に与える影響 （中川　雅貴）･････････････････････････････････････････ 69
	３　死亡の市区町村較差に人口の配偶関係構造が及ぼす影響 （菅　桂太）･･････････････････････････････････････････ 75

	２.　コロナ禍およびコロナ後を見据えた将来人口・世帯推計モデルの開発
	４　出生順位を組み合わせた配偶関係別多相生命表を用いた新型コロナ感染症拡大による出生縮減効果推計 （石井太・岩澤美帆・余田翔平・別府志海）･･･････････････････ 89
	５　就職氷河期世代の出生力－出生・卒業年コーホートと婚前妊娠の状況、少子化対策の展開に着目して－ （南拓磨・守泉理恵・岩澤美帆）････････････････････････････ 97
	６　出生率変化と出生数変動：「日本の将来推計（令和5年推計）」条件付推計の応用 （岩澤美帆・別府志海）･････････････････････････････････ 123

	３.　コロナの影響を踏まえた将来推計の政策的シミュレーションへの応用に関する研究
	７　外国人受入れの拡大が長期的な将来人口変動を通じて公的年金財政に与える影響に関する人口学的研究 （石井太・小島克久・是川夕・南英明・佐藤格・堀口侑）････････ 139
	８　新型コロナ渦での家族介護負担の変化－国民生活基礎調査の分析結果から （小島克久）･････････････････････････････････････････ 157

	資　料　編
	１　ポストコロナ時代における人口動態と社会変化の見通しに資する研究： 研究概要の流れ図････････････････････････････････････ 173
	２　小池司朗・菅桂太・藤井多希子「「令和5年地域推計」からみた将来の地域別出生数」『人口問題研究』，81–4，pp.273–282．････････････ 175
	３　菅桂太・小池司朗・藤井多希子・石井太「「令和5年地域推計」からみた将来の地域別死亡数」『人口問題研究』，82–1，pp.55–76．･･････ 185
	４　菅桂太・小池司朗・鎌田健司「2000年代以後の全国と三大都市圏の別にみた月別人口動態の趨勢」『人口問題研究』，82–1，pp.77–100． （含　補遺．X-13-ARIMA-SEATプログラムを用いたセンサス局X-11法による季節調整）････････････････････････････ 207
	５　研究成果の刊行に関する一覧表･･････････････････････････････････ 237

	
	空白ページ

	
	空白ページ

	
	空白ページ

	空白ページ
	
	１．背景と目的
	2．分析に用いるデータと方法
	3．分析結果
	3-1. 国内人口移動における外国人の影響
	3-2.外国人の人口移動による地域人口変動への影響

	4．考察とまとめ
	参照文献

	
	空白ページ

	
	空白ページ

	空白ページ
	
	（２）研究実施日程

	
	ポストコロナ時代における人口動態と社会変化 の見通しに資する研究
	研究代表者　小池　司朗
	令和5～7年度 総合研究報告書･･･････････････････････････････ 7
	令和7年度 総括研究報告書
	研究代表者（小池　司朗）･････････････････････････････････････････････23
	研究分担者（林　玲子）･･･････････････････････････････････････････････31
	研究分担者（岩澤　美帆）･････････････････････････････････････････････35
	研究分担者（守泉　理恵）･････････････････････････････････････････････39
	研究分担者（菅　桂太）･･･････････････････････････････････････････････43
	研究分担者（中川　雅貴）･････････････････････････････････････････････47
	研究分担者（石井　太）･･･････････････････････････････････････････････49
	研究分担者（小島　克久）･････････････････････････････････････････････53

	個別研究報告
	１.　新型コロナウイルスの人口動態への影響に関する研究
	１　コロナ渦に伴う日本人と外国人の人口移動傾向の差異 （小池　司朗）･････････････････････････････････････････ 61
	２　外国人の国際移動および国内移動が地域人口変動に与える影響 （中川　雅貴）･････････････････････････････････････････ 69
	３　死亡の市区町村較差に人口の配偶関係構造が及ぼす影響 （菅　桂太）･･････････････････････････････････････････ 75

	２.　コロナ禍およびコロナ後を見据えた将来人口・世帯推計モデルの開発
	４　出生順位を組み合わせた配偶関係別多相生命表を用いた新型コロナ感染症拡大による出生縮減効果推計 （石井太・岩澤美帆・余田翔平・別府志海）･･･････････････････ 89
	５　就職氷河期世代の出生力－出生・卒業年コーホートと婚前妊娠の状況、少子化対策の展開に着目して－ （南拓磨・守泉理恵・岩澤美帆）････････････････････････････ 97
	６　出生率変化と出生数変動：「日本の将来推計（令和5年推計）」条件付推計の応用 （岩澤美帆・別府志海）･････････････････････････････････ 123

	３.　コロナの影響を踏まえた将来推計の政策的シミュレーションへの応用に関する研究
	７　外国人受入れの拡大が長期的な将来人口変動を通じて公的年金財政に与える影響に関する人口学的研究 （石井太・小島克久・是川夕・南英明・佐藤格・堀口侑）････････ 139
	８　新型コロナ渦での家族介護負担の変化－国民生活基礎調査の分析結果から （小島克久）･････････････････････････････････････････ 157

	資　料　編
	１　ポストコロナ時代における人口動態と社会変化の見通しに資する研究： 研究概要の流れ図････････････････････････････････････ 173
	２　小池司朗・菅桂太・藤井多希子「「令和5年地域推計」からみた将来の地域別出生数」『人口問題研究』，81–4，pp.273–282．････････････ 175
	３　菅桂太・小池司朗・藤井多希子・石井太「「令和5年地域推計」からみた将来の地域別死亡数」『人口問題研究』，82–1，pp.55–76．･･････ 185
	４　菅桂太・小池司朗・鎌田健司「2000年代以後の全国と三大都市圏の別にみた月別人口動態の趨勢」『人口問題研究』，82–1，pp.77–100． （含　補遺．X-13-ARIMA-SEATプログラムを用いたセンサス局X-11法による季節調整）････････････････････････････ 207
	５　研究成果の刊行に関する一覧表･･････････････････････････････････ 237


	差し替え
	（２）研究実施日程

	
	ポストコロナ時代における人口動態と社会変化 の見通しに資する研究
	研究代表者　小池　司朗
	令和5～7年度 総合研究報告書･･･････････････････････････････ 7
	令和7年度 総括研究報告書
	研究代表者（小池　司朗）･････････････････････････････････････････････23
	研究分担者（林　玲子）･･･････････････････････････････････････････････31
	研究分担者（岩澤　美帆）･････････････････････････････････････････････35
	研究分担者（守泉　理恵）･････････････････････････････････････････････39
	研究分担者（菅　桂太）･･･････････････････････････････････････････････43
	研究分担者（中川　雅貴）･････････････････････････････････････････････47
	研究分担者（石井　太）･･･････････････････････････････････････････････49
	研究分担者（小島　克久）･････････････････････････････････････････････53

	個別研究報告
	１.　新型コロナウイルスの人口動態への影響に関する研究
	１　コロナ渦に伴う日本人と外国人の人口移動傾向の差異 （小池　司朗）･････････････････････････････････････････ 61
	２　外国人の国際移動および国内移動が地域人口変動に与える影響 （中川　雅貴）･････････････････････････････････････････ 69
	３　死亡の市区町村較差に人口の配偶関係構造が及ぼす影響 （菅　桂太）･･････････････････････････････････････････ 75

	２.　コロナ禍およびコロナ後を見据えた将来人口・世帯推計モデルの開発
	４　出生順位を組み合わせた配偶関係別多相生命表を用いた新型コロナ感染症拡大による出生縮減効果推計 （石井太・岩澤美帆・余田翔平・別府志海）･･･････････････････ 89
	５　就職氷河期世代の出生力－出生・卒業年コーホートと婚前妊娠の状況、少子化対策の展開に着目して－ （南拓磨・守泉理恵・岩澤美帆）････････････････････････････ 97
	６　出生率変化と出生数変動：「日本の将来推計（令和5年推計）」条件付推計の応用 （岩澤美帆・別府志海）･････････････････････････････････ 123

	３.　コロナの影響を踏まえた将来推計の政策的シミュレーションへの応用に関する研究
	７　外国人受入れの拡大が長期的な将来人口変動を通じて公的年金財政に与える影響に関する人口学的研究 （石井太・小島克久・是川夕・南英明・佐藤格・堀口侑）････････ 139
	８　新型コロナ渦での家族介護負担の変化－国民生活基礎調査の分析結果から （小島克久）･････････････････････････････････････････ 157

	資　料　編
	１　ポストコロナ時代における人口動態と社会変化の見通しに資する研究： 研究概要の流れ図････････････････････････････････････ 173
	２　小池司朗・菅桂太・藤井多希子「「令和5年地域推計」からみた将来の地域別出生数」『人口問題研究』，81–4，pp.273–282．････････････ 175
	３　菅桂太・小池司朗・藤井多希子・石井太「「令和5年地域推計」からみた将来の地域別死亡数」『人口問題研究』，82–1，pp.55–76．･･････ 185
	４　菅桂太・小池司朗・鎌田健司「2000年代以後の全国と三大都市圏の別にみた月別人口動態の趨勢」『人口問題研究』，82–1，pp.77–100． （含　補遺．X-13-ARIMA-SEATプログラムを用いたセンサス局X-11法による季節調整）････････････････････････････ 207
	５　研究成果の刊行に関する一覧表･･････････････････････････････････ 237


	
	ポストコロナ時代における人口動態と社会変化 の見通しに資する研究
	研究代表者　小池　司朗
	令和5～7年度 総合研究報告書･･･････････････････････････････ 7
	令和7年度 総括研究報告書
	研究代表者（小池　司朗）･････････････････････････････････････････････23
	研究分担者（林　玲子）･･･････････････････････････････････････････････31
	研究分担者（岩澤　美帆）･････････････････････････････････････････････35
	研究分担者（守泉　理恵）･････････････････････････････････････････････39
	研究分担者（菅　桂太）･･･････････････････････････････････････････････43
	研究分担者（中川　雅貴）･････････････････････････････････････････････47
	研究分担者（石井　太）･･･････････････････････････････････････････････49
	研究分担者（小島　克久）･････････････････････････････････････････････53

	個別研究報告
	１.　新型コロナウイルスの人口動態への影響に関する研究
	１　コロナ渦に伴う日本人と外国人の人口移動傾向の差異 （小池　司朗）･････････････････････････････････････････ 61
	２　外国人の国際移動および国内移動が地域人口変動に与える影響 （中川　雅貴）･････････････････････････････････････････ 69
	３　死亡の市区町村較差に人口の配偶関係構造が及ぼす影響 （菅　桂太）･･････････････････････････････････････････ 75

	２.　コロナ禍およびコロナ後を見据えた将来人口・世帯推計モデルの開発
	４　出生順位を組み合わせた配偶関係別多相生命表を用いた新型コロナ感染症拡大による出生縮減効果推計 （石井太・岩澤美帆・余田翔平・別府志海）･･･････････････････ 89
	５　就職氷河期世代の出生力－出生・卒業年コーホートと婚前妊娠の状況、少子化対策の展開に着目して－ （南拓磨・守泉理恵・岩澤美帆）････････････････････････････ 97
	６　出生率変化と出生数変動：「日本の将来推計（令和5年推計）」条件付推計の応用 （岩澤美帆・別府志海）･････････････････････････････････ 123

	３.　コロナの影響を踏まえた将来推計の政策的シミュレーションへの応用に関する研究
	７　外国人受入れの拡大が長期的な将来人口変動を通じて公的年金財政に与える影響に関する人口学的研究 （石井太・小島克久・是川夕・南英明・佐藤格・堀口侑）････････ 139
	８　新型コロナ渦での家族介護負担の変化－国民生活基礎調査の分析結果から （小島克久）･････････････････････････････････････････ 157

	資　料　編
	１　ポストコロナ時代における人口動態と社会変化の見通しに資する研究： 研究概要の流れ図････････････････････････････････････ 173
	２　小池司朗・菅桂太・藤井多希子「「令和5年地域推計」からみた将来の地域別出生数」『人口問題研究』，81–4，pp.273–282．････････････ 175
	３　菅桂太・小池司朗・藤井多希子・石井太「「令和5年地域推計」からみた将来の地域別死亡数」『人口問題研究』，82–1，pp.55–76．･･････ 185
	４　菅桂太・小池司朗・鎌田健司「2000年代以後の全国と三大都市圏の別にみた月別人口動態の趨勢」『人口問題研究』，82–1，pp.77–100． （含　補遺．X-13-ARIMA-SEATプログラムを用いたセンサス局X-11法による季節調整）････････････････････････････ 207
	５　研究成果の刊行に関する一覧表･･････････････････････････････････ 237



